
 

  

 

 

2015年 3月 3日 

 

広島国際大学（学長 秋山實利）は、３月７日（土）に呉キャンパスにて、近隣自

治会と合同で、防災意見交換会・避難施設見学会を実施します。 

 

～ 阪神・淡路大震災から 20年、東日本大震災から 4年 
・・・今一度、防災意識を高めるために ～ 

 
 本学呉キャンパスは、大地震・大津波等の災害が発生した際に、地域の方も大学内

に避難していただけるよう、呉市の一時避難場所・一時避難施設に指定されています。

この度、南海トラフ巨大地震等の大災害を見据え、大学と自治会が相互に協力して、

「まちの防災」を考えていく契機とするために、意見交換・避難施設見学の場を設け

ることとなりました。 

 よりよい防災活動を検討するため、「大学に逃げ込んだ際にどこに避難すべきか」

「大学と地域が協力してどのような防災対策が行えるのか」といった内容について、

本学職員と住民の間で議論を交わし、今後、合同防災訓練の実施についても検討を進

めます。なお、近隣自治会からは、自治会長より、各自治会から 5名程度を選出して

いただき、合計 20名程度の方に参加いただく予定です。 

 

※報道各社の皆様には、ぜひ取材におこしいただきたく、よろしくお願いいたします。 
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大学と自治会による 

『防災意見交換会・避難施設見学会』 

を実施 

■取材の申し込み先・内容に関するお問合わせ先 

広島国際大学 企画課（藤井） ＴＥＬ：０８２３－７０－４９２２ 

 

報道資料 プレスリリース 

１．開 催 日 時：2015年 3月 7日（土）13:00開始 14:00終了予定 

２．場 所：広島国際大学 呉キャンパス 会議室 5 

（〒737-0112 広島県呉市広古新開 5-1-1） 


